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り年2回，大阪血清徴生物研究所に測定を依頼して行

った。その結果を第1表~第4表に示した。いずれも

標準人の生理学的変動の範囲にあり，その他の臨床所

見も異常は認められなかった。その他皮膚，爪の異常

および、水晶体の混濁なと、放射線被ばくによると息われ

る異常はなかった。

2.2 個人被ばく線量の管理

個人被ばく線量の測定は昨年度までと同様にフイ Jレ

ムバッジを主に，必要に応じて熱鎧光線量計(以下

TLDとする)またはポケット線量計を補助線量計と

数

区 分 作業従事者 随時立入者

昭4月和59年 昭月和59年年昭和4月59 年昭和11月59 
検査年月

11 

員教職l学生首職|学生 学生 学生

8000以上 131 10 8 61 13 5 

白
7000'"'-'8000 101 11 91 10 8 7 

血

球 5000'"'-'7000 191 17 261 23 38 39 
数

4000'"'-'5000 5 4 l 3 5 5 
(/mm3) 

3000'"'-'4000 。。。。。。

球血白第 1表

近畿大学原子力研究所における昭和59年4月より昭

和60年3月までの 1年間の放射線管理の結果を報告す

る。昭和59年4月における放射線作業従事者は(保安

規定による従事者も含む)原子力研究所および理工学

部，薬学部，農学部など教員32名， X線作業従事者等

11名，随時立入者は卒業研究のため原子炉施設利用の

学生を含め，理工学部学生など93名計132名が放射線

管理の対象となった。

昭和59年度 1年間の原子炉の運転状況は，最高熱出

力 1ワット，積算熱出力量720.1W・hr延運転時間

886.2時間であった。

科学技術庁による原子炉施設定期検査は昭和60年4

月2--3日に行われた。

まえがき1. 

2.1 健康診断

原子力研究所原子炉施設保安規定による従事者，放

射線障害予防規定に基づく放射線作業従事者および随

時立入者に対する健康診断のうち，血液検査は従来通

個人管理2. 

|47人14川計

- 65ー

*理工学部原子炉工学科



森嶋他:放射線管理

して行った。フイ Jレムバッジは広範囲用 (X，γ，β線)， 定を業者に依頼している。フイ Jレムバッジおよび線量

中性子線用あるいは γ線用が用いられ，作業者の利用 計などによる 3月間の個人被ばく線量を第5表に示し

頻度iとより 1月間あるいは 3月間毎に被ばく線量の測 た。

区 分 作業従事者 随時立入者

昭4月和59 年 昭月和59年年昭和45月9 年昭和115月9 
検査年月

11 

教員職1，叫子主員教職1学生 学生 学生

31 37 23 39 45 44 

赤
450~500 12 5 19 2 15 10 

I但

球 400~450 4 。 2 1 4 2 
数

350~400 。 。 。 。 。 。
(万/mm3

)

350未満 。 。 。 。

計 1
4内

第 4表白血球百分率

区 分 作業従事者

昭 和 59年 4 月 昭和 59年 11月
検査年月

教職員 l学 教職員 l学生 生

好 中 球 34.3~77.6% 

好 限 球 0~16.1 

好 塩 基 球 0~0.8 

リンパ球 15.0~58.1 

単 球 2.9'"'"'10.1 

大型非染色球 0"'1.0 

区分 期 間
2ム5以ミ下リレ

教職員|学生

昭和月59iiミ
4 J=1 ~6 月 42人 41人

7 月 ~9 月 42 42 

10月'"'"'12月 42 42 

昭和6月0年
1 F1 ~3 月 41 42 

昭和59年度 28 39 

随立|昭和59年 4AI
入 59

時者|昭和60年 3月|

42.4~79.8% 39.6'"'"'71.1% 37.4'"'"'73.2タ6

0.2'"'"'9.1 0.1'"'"'16.4 0.3'"'"'13.5 

0"'0.5 0~0.6 0"'1.1 

15.5"'50.5 21.1 '"'"'52. 7 15.7"'57.。

0.3'"'"'6.7 1.1 '"'"'8.6 0.9'"'"'7.6 

O~1. l 0~0.7 0~0.9 

第 5表個人被ばく線量*

25 '"'"' 49 50 '" 99 100ミリレ
計(人〉

ミリレム ミリレム ム以上

教職員l学生教職員|学生教職員|学生教職員|学生

0人 1人 0人 0人 。人 1
0人 42人142人

。 。 。 O 42 I 42 

。 。 。 。 。 。 42 42 

。 。 。 。 。 。 41 42 

1 2 13 1 。 。 42 42 

。 。 60 

* "10ミリレム以下"は 5ミリレムとして集積した。

- 66ー

随時立入者

昭和59年 4月 昭和59tj::11月

学 生 学 ~t 

38.4"'75.3% 40.2"'70.4% 

0.1"'10.0 0'"'"'10.0 

0~0.5 0'"'"'0.7 

17.3"'50.9 17.8~53.6 

0.1'"'"'7.2 0.9'"'"'8.7 

0.1'"'"'0.8 0~0.7 

総(被人ば・ くレ線ム)量 線1人量平均被(レばムく) 

教職員|学生 教職員|学生

0.35 0.235 0.0083 0.0056 

0.35 0.225 0.0083 0.0054 

0.35 0.225 0.0083 0.0054 

0.34 0.210 0.0083 0.0054 

1.39 0.895 0.0331 0.0213 

1.36 0.0227 
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これによると 3月間および年間の個人被ばく線量は

それぞれ最高 20mrem (0. 2mSv) および 65mrem

(0.65mSv)で最大許容被ばく線量に達した者はなく，

中性子線用フイノレムバッジによる測定では検出限界以

上のものは皆無であった。昭和59年1年間の 1人平均

被ばく線量は放射線作業従事者については0.0331rem

(0.331mSv) ，随時立入者はo.0227rem (0. 227mSv)で

あった。作業時の被ばく線量の管理目標値，調査レベ

ノレをとえた場合は皆無で，原子炉施設およびトレーサ

ー棟における作業において内部被ぱくの予想される事

例はなかった。

3. 研究室管理

3.1 空間線量率の測定

原子炉施設およびトレーサー・加速器棟における空

第 6表各施設における月間集積線量 単位:ミリレントゲン

昭和59年 昭和60年年間
測定位置

4月 15月16月17月18月 19月|附ド1月i四 1月12月13月集積線量

ヴ <10く101<101 <101 <10く101<10く101<101 <101 101 <10110+ 11 x 
原子炉室，入口壁

f.n 1 <101 <101 <10く10く10く101<101 <10く101 101 10く10120+10X
原

原子炉遮蔽タンク， γ <101 <10く101 801 901 1501 1101 1601 1301 1001 1401 <101960+4 x 

上部
f ・n く10く101<101 201 101 201 201 101 <101 <101 <101 <101 80+7 x 

子 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
中口性子源照射室，入 γ <101 <101 <101 101 101 <101 <101 101 <101 <101 10<1040+8X 

炉 f ・n <101 <10く101<101 <101 101 <101 <101 101 <101 101 <101 30+9 x 

γ<101 <10く101<101 <10く101<101 <101 <101 <101 20く10120+11x 
核燃料物質取扱場所 一一一一

施 f.n1 <10<101 <101 <101 <101 <101 <101 <101 <10く10く101 10110+ 11 X 
一

γ<10く101<101 101 201 201 101 101 <101 <101 <101 <101 70+7 x 
核燃料物質保管場所一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

設 f・n1 <101 <10<101 <101 101 <101 <101 <101 <101 <101 101 <10120+ 10 x 
一

γ<10く101<101 <10く10く10く101<101 <101 <101 <101 <101 12 x 
コントローノレ室，壁

f.n く10く10く101<101 <101 <101 <10く10く101<101 <101 <10i12X 

TEL加速器，コントロ <1吋0d[|<1吋o!く1叩01<101 <1叩01<101 <101 <1叩01<1叩01<101 <10く1叩0 u 

RI I RI H-1室く10
1

<10<101 <101 <101 <101 <101 <101 <101 <101 <10く101 12x 

ト実 H-2室 <101 101 <101 <101 :=10く101<10く101<101 <10く10<10¥10十11x
レ
i 験 L-1室 く川 <101<101 <101 <101 <101 <101 <101 <101 <101 <10く101 12 

サ室 L-2室 く101<101 <10く101<101 <101 <101 <10く101<101 <1012x 

く101 12x 

力日
排気機械宗 く10く10く10く101<10く10く101<101 <101 <101 12 x 

速
排水ポンプ室 く10く101<101 <101 <10く101<101 <10く10<101 12x 

器棟 L-1 主 外 壁く10 く101<101 <10く101<10く10く101<101 <10く10 竺一

扉前 く101 く10<107<ld4くく元10 10 10<10<10く101<101 30十9x
RI廃棄物保管庫

外 iく10! く1いo く10く101<10 く~I ~::I ~: 
周辺監視区域境界 (4ケ所) 1 <川 <101<101 <101 <判 <101<101 <101 <101 <101 <101<101 即

日子炉運転延熱出力(W.hr) 14伽坤9.88160.3山田1119.o9178州沖o叩中 3910.931720.07 
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施設内においては最高は原子炉遮蔽タンク上部で，昭

和60年11月に月間 160mR(4.1 X 10-5 Cjkg)および年

間の γ線の積算線量は 980mR(2.53 X 10-4 Cjkg)と

なった。トレーサ一棟においては月間 γ線線量は最高

で 10mR(2.6 X 10-6 C/kg)と，ほとんどの実験室に

おいて 10mR以下 (Xとする)，すなわち検出限界以下

であった。中性子線量はいずれの測定個所においても

中性子線用フイ Jレムバッジによる測定で月間 10mrem

(O.lmSv)以下であった。

森嶋他:放射線管理

原子炉施設内における月間平均

γ線線量率の変動

，1R，I ~ Im ;:;C 1 ~r:m r ，.D /1-. ¥1 平均面
N0.1 測定個所 |範囲(μR/h)1eμR/h) 

モニタ室18.00"-' 9.7218.60土0.48

コントローノレ室17.83"-'10.7 19.51土0.77

原子炉室入口 111.0"-'19.8 115.3土2.74

核燃料物質保管場所 113.6"-'29.1 121.3:t4.96 

核燃料物質使用場所113.1""'19.5 115.9土2.13

核燃料物質取扱場所 19.82"-'28.5 114.4土5.0。
原子炉遮蔽タンク上部 113.6"-'149.2182. 7:t47.5 
5子炉遮蔽タンク軒 115.8"-'176.0191.0:t51.6

第 7表

ー
i

つ
白
つ
d

d
品

E
F
h
U
F
O
円

i

Q

U 3.1.2 TLDによる測定

TLDによる月間平均 γ線総量率 (μR/h)は1月間

の積算線量 (mR)を設置時間で割り，求めた。原子炉

施設内 8点の月平均γ線線量率の 1年間の経時変動を

第 7表，第1図に示した。乙れによると原子炉室内に

おいては原子炉稼働時間の多かった昭和59年 9月およ

び昭和59年11月に高く，原子炉遮蔽タンク側壁，南側

下部において最高値 176.0μR/h(4.5 x 10-8 C/kg'h) 

を示した。トレーサー棟13点の月平均γ線線量率の変

動を第8表，第2図lζ示した。最高値は貯蔵室前の

53.8μR/h (1.4X10-8 C/kg.h)であったが，その他

はほぼ 20.μR/h(5.2X 10-8 C/kg. h)以下であった。

トレーサー・加速器棟における月間平均

γ線線量率の変動

3.1.3 連続放射線綜合モニタによる測定

原子炉室内の空間γ線線量率の測定は電離箱式エリ

アモニタ〈富士電機製，容量 51) Iとより行い，測定

結果を第9表に示した。乙の結果によると原子炉遮蔽

タンク下部・上部においても 4--6月の空間γ線線量

率の平均値は他の期聞に比べ低いが，とれは例年のご

とく原子炉の定期検査などにより原子炉の停止期間が

No. 測定場 所 月線量間率平均範囲γ線 平均値

1 R I 実験室 10.4 ""'12.9 11.5土0.84

2 H-2室 10.4 '""20.8 14.8:t3.73 

3 H-1 室 8.84'""13.2 1O.6:t1.05 

4 L-2室 11. 7 '""23.1 15.8土4.34

5 L-1 室 9.29"'16.1 11.0:t1.80 

6 加速器操作室 8.50"-'11. 7 9.77:t1.09 

7 排水ポン プ室 8.03"-'10.6 8.76:t0.81 

8 排気機械室 8.14""'11.3 9.79:t0.84 

9 担リ 定 室 9.76'""13.9 11.1 :t1.03 

10 貯 蔵 室 前 27.2 '""53.8 41.8:t9.39 

11 暗 室 11.2 '""12.8 11.8:t0.53 

12 廊 下 (H室前) 11.2 '""13.4 12.3:t0.83 

13 廊 下 (L室前) 8.29'""11.3 9.63:t1.04 

14 放射線管理室 8.64"-'11. 9 11.1 :t 1. 03 

15 汚染検査室 8.25"-'11.2 10.7 :t0.86 

(μR/h) 

第 8表

(μR/h) 

20 r
線

線

量

率

間γ線線量率の測定は電離箱式エリアモニタ

による連続記録の他，電離箱式サーベィメー

タ(Aloka製 ICS-101および ICS-151など)， 

GM管式サーベィメータ (Aloka製 TGS-103

など)を用いて行った。また平均γ線線量率

は個人被ばく線量用のフイノレムバッジおよび、

TLD (松下電器産業側製， UD-200S， CaS04 

(Tm))を用いて 1ヶ月間の積算線量から計

算lとより求めた。

0・モニタ蜜 ・:核燃料物質保管場所
ロ:コントロール室・:核燃料使用場所
企;原子炉室入口 A:核燃料取扱場所

昭和59年 昭和60年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第 1-1図原子炉施設内における月間平均 γ線線量率の変動
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。3.1.1 -:;イルムバッジによる測定

第 6表にフイノレムバッジによる月間積算線

量の測定結果を示した。とれによると原子炉
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約2ヶ月間あったためである。エリアモニ

タlとより測定した月間平均空間γ線線量率

の変動を第四表に示した。原子炉運転中の

平均値と原子炉運転休止時(パックグラウ

ンド)の平均値を示した。パックグラウン

ドは年平均17--27μR/h((4.4-7.0) x 10-9 

C/kg.h)で月間平均値の最高は 9月の774

μR/h (2.0X1O-7 C/kg.h)であった。

3.2 空気中および水中放射能濃度の測定

3.2.1 空気中放射能濃度の測定

原子炉施設およびトレーサ・加速器棟に

おける排気口の空気中放射能濃度は宮士電

(μR/h) 

r 200 
線

線

量

率

100 

。

近畿大学原子力研究所年報

。:原子炉遮蔽タンク上告匹

・:原子炉遮蔽タンク下郎

3月

(W・h)

200積

算
熱
出

力

100量

機製連続伊紙式ダストモニタを用いて測定 第1-2図原子炉施設内における月間平均 γ線線量率の変動

し，第9，11表に測定結果をまとめた。原

子炉施設においては排気フイノレター後で連

続測定を， トレーサー・加速器棟において (μR/h) 0:廊下(H室前) ・:RI実験室(L・2室)
ロ:RI実験室(H・2室).:RI実験室{レ1重量}
A:RI実験室(H・1室}企:廊下(L室前)は施設使用時に限って連続吸引測定を行っ

た。原子炉施設の管理区域内(炉室内)の

空気中放射能濃度(全 β放射能濃度)の測

定を富士電機製固定炉紙式ダストモニタ

(NAD-l， NHR)により行い，その結果を

第四表に示したο 乙れによると， 1年間の

放射性物質濃度の平均値は，運転中および

休止時についてダスト吸引中の飽和値につ

いてそれぞれ 6.87X 10-11および 7.46X 

10-11μCi/cm3 (2.54 X 10-6， 2.76 X 10-6 

Bq/cmりとほぼ同じレベルで、あった。第9

衰の空気中放射能濃度の値と 1桁違うのは

管理区域内の空気はそのまま吸引測定した

のに対し，排気口の放射能濃度(第9表)

はフィノレター通過後測定した違いによると

思われる。

3.2.2 廃水中の放射能濃度

廃水中の放射能濃度は放射線綜合モニタ

により A-2槽について連続測定し，排水

溝へ放出する前には採水法により測定を行

った。原子炉施設の結果を第9表に， トレ

ーサー棟については第四表に示した。

乙れによると原子炉施設廃水は最高1.8

X1O-9μCi/ml (6.7 X 10-5 Bq/ml)で当所

の廃水中の調査レベル以下であり，年間の

放出量は 0.024μCi(8.88X102 Bq)であ

った。最近6年間の全β放射能濃度の変動

r 20r ロ
ロ ロ

線

線

量

率

10 

o昭和59年
4月 5月 6月 7月 8月

第2-1図 トレーサー棟内における月間平均 γ線線量率の変動

{μR/h) 

60 

50 

r 40 
線 30
線 20

量 15
率

10 

5 

。:加速ft操作室・:管理室
ロ:排水ポンプ室 .:RI実厳重
A:排気機械室 .: 
マ測定室 ，，:汚染検査室

目。貯蔵室前

O 一一昭和語孝 一一昭和函苓

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1月 12月 l月 2月 3月

第2-2図 トレーサ一棟内における月間平均ヴ線線量率の変動
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森嶋他:放射線管理

第9表幹、合モニタによる原子炉施設における放射線管理記録

担リ 定 項 目 昭和59年月
4'""-'6 

平 均 値 28.8 
原 子 炉 室 壁

最高値 170 
γエリア

平均値 56.4 
原子炉遮蔽タンク上部

(μR/h) 
最高値 1154 

平均値 49.3 
原子炉遮蔽タンク下部

最高値 645 

6.75 
排気ロダスト βγ*1(10-12μCi/cm3)

最高値 8.58 

平均値 0.15 
排気口ダスト α*1(10-12μCi/cm3)

最高値 1.35 

平 均 値 3.38 
排気口ガス βγ*1(10-7μCi/cm3)

最高値 5.25 

平均値 5.58 
7k βγ 申2(10-6μCi/ml) 

最高値 5.71 

平均値 0.28 
水 βγ(探水法)*3(10-9μCi/ml) 

最 高 値 0.51 

*1 天然のラドンおよびトロン系の崩壊産物を含む。

キ2 廃液貯留槽A-2槽より綜合モニタによる測定。

*3 廃液貯留槽A-4槽より採水法による測定。

*4 原子炉運転休止時のパックグラウンドレベソレ。

7'""-'9月 1 10'""-'12月

31. 7 30.3 

83.3 74.5 

101.2 109.2 

1171 1062 

78.5 81.0 

704 681 

4.67 4.22 

10.1 9.04 

0.17 0.16 

1.37 1.03 

3.27 3.46 

4.81 5.43 

5.39 5.60 

6.11 6.01 

0.83 1.08 

1.66 1.79 

昭1'""和630月年 B.G.*4 

28.6 25.7 

1484 

69.3 16.7 

1124 

59.5 25.1 

1681 

3.84 4.90 

16.4 

0.14 0.16 

0.93 

3.66 3.42 

5.07 

5.64 5.61 

5.81 

0.087 

0.26 

を第3図に示したが，今年度は前年度の濃度より 1桁 したが，昭和57年 1月に 3xlO-7μCi/ml(0.011 Bq/ 

低いレベノレに落ちついている。トレーサー棟の廃水に ml)と32pの使用および異常流出によってほぼ 1年間

ついては最高 1.26X 10-8 ILCi/ml (4.7 X 10-4 Bq/ml) 高かったが以後徐々に低下しほぼ 1X 10-8μCi/ml に

年閣の放出量は1.1μCi(4.1 x 104 Bq)となった。乙 減少した。

乙数年，トレーサー・加速器棟の薬学部，農学部の利 原子炉燃料タンク 2槽 (601容)中の減速水の全 β

用の増大に伴ない.3Hおよび 14Cの標識化合物の利 放射能濃度をローパックグラウンド 21l'ガスフロー計

用が多くなっている。そとでトレーサー・加速器棟の 数装置 (Aloka製 LBC-451)で測定し，その結果を第

廃水槽A-2の排水中の 3Hおよび 14Cの放射能濃度 14表に示した。とれによると減速水は両タンクとも，

を直接液体シンチレーション計数装置により測定した 年4回交換を行っているが，最高値は 5.4x10-乍Ci/

結果を第4図に示した。これによると昭和60年初めは m1(2.0xlO-3 Bq/m1)で原子炉運転の稼働時聞によっ

ほぼ 1X 10-8μCi/mlレベソレであったが.3月に入って て減速水の全β放射能濃度は 4.4X10-9.......， 5.4XlO-8 

若干増加のきざしにあり利用の増大を示唆しており， μCi/m1 (1.6 x 10-4.......，2.0 X 10-3 Bq/ml)に変動してい

今後廃水槽への排出を極力おさえるよう注意を喚起す る。そこで 3ヶ月に 1目減速水の交換をしているので，

る必要がある。なお廃水槽は全 4槽でその 3H濃度は 交換前の減速水201の蒸発乾因物をプラスチック容器

(0.9.......，1.9 X 10-8μCi/ml)とほぼ同レベルであった。 (φ50mm) に入れ真性Ge半導体検出器(有効体積

最近8年閣の廃水全β放射能濃度の変動を第5図に示 80ccプリンストンガンマテック社製の同軸型〉を測
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第四表原子炉施設におけるエリアモニタによる γ線線量率 (μR/h) 

原子炉上遮蔽部タンク 原子下炉遮蔽部タンク 原子炉室西壁 実 時実 室
積算(W熱・h出)力量測定年月

原運転子炉中 I 原休止子炉時 原運転子炉中 I 原休止子炉時 原運転子炉中 I 原休止子炉時 原運転子炉中 I 原休止子炉時

昭和59年4月 481 13.4 270 26.9 61.3 26.5 21.7 18.4 4.9488 

5月 315 14.6 250 27.6 56.0 28.2 21.4 18.5 18.7765 

6月 536 15.5 283 29.0 55.0 27.0 21.5 19.5 79.8780 

4"'6月 450 14.5 324 27.8 56.2 27.2 21.5 18.8 103.6033 

7月 530 16.0 372 29.1 55.0 26.9 21.8 18.1 60.3567 

8月 659 14.5 493 25.5 59.3 27.6 19.1 16.5 49.5627 

9月 651 14.6 441 24.9 59.0 26.9 18.7 16.6 119.6923 

7"-'9月 592 15.0 419 26.5 57.3 27.1 19.9 17.1 229.6117 

10月 562 15.4 358 25.4 51.8 25.3 21. 7 18.6 78.6937 

11月 634 14.3 416 25.4 55.1 25.2 22.5 15.9 79.7462 

12月 605 33.1 486 26.0 86.4 24.4 23.3 20.2 90.5491 

10"-'12月 600 420 25.5 64.8 25.0 22.5 18.2 248.9890 

昭和60年 1月 634 12.3 479 26.5 88.1 23.7 24.1 20.5 81.5415 

2月 615 13.3 431 27.2 56.4 27.0 22.9 19.2 55.3933 

3月 252 13.6 148 26.5 46.3 26.0 19.0 17.2 0.9259 

1"-' 3月 581 13.0 431 26.7 72.8 25.5 23.2 19.0 137.8607 

年平均 同 I15.9 I 377 I 26.7 I 60.8 I 26.2 I 21.5 I 18.3 720.0647 

第11表 RI棟内の空気中放射能濃度 (cps) 

空気中放射能濃度 :βγ 空気中放射能濃度 :α
担リ 定 年 月

吸引中飽和値 吸引10時間後 吸引中飽和値 吸引10時間後

昭和I59年 4月 0.85"-' 60(10.3) 0.25~0.60(0.37) 0. 1O~1.30(0.28) 0.10"'0.20(0.11) 

5月 2.80'" 8.5(5.76) 0.35~1.50(0.52) 0.23"-'1.20(0.59) 0.10~0.18(0.11) 

6月 2.00"-' 8.5(4.17) 0.40"'1.20(0.52) 0.18"'1.80(0.51) 0.10"'0.15(0.10) 

7月 2.00"-' 7.5(4.18) 0.50"'0.70(0.58) 0.22"'1.80(0.74) 0.10(0.10) 

8月 3.50~ 8.0(5.67) 0.65"-'0.85(0.70) 0.23~0.45(0.45) 0.10(0.10) 

9月 4.30"'10.2(6.92) 0.50"-'0.80(0.56) 0.20"-'0.46(0.34) 0.10~0.18(0.11) 

10月 3.50"'18.0(7.42) 0.38~2.00(0.58) 0.23"'0.95(0.43) 0.10~0.30(0.15) 

11月 5.50"-' 21(10.7) 0.33"'5.50(0.91) 0.41"-'1.30(0.66) 0.10"-'0.78(0.22) 

12月 5.00"-' 23(10.8) 0.30"'0.60(0.62) 0.30"-'1.40(0.69) 0.10"-'0.25(0.19) 

昭和 60年 1月 4.50'" 18(9.89) 0.30"-'0.43(0.36) 0.35"-'0.90(0.58) 0. 1O~0.18(0.13) 

2月 4.30"-' 16(9.80) 0.30"-'0.50(0.37) 0.35"-'1.00(0.60) 0.13"-'0.20(0.37) 

3月 7.70"-' 18(11.8) 0.23"'1.80(0.43) 0.34"-'1.00(0.65) o .1O~0. 25 (0 .14) 

値

均
一
均

一
平

平
一
内

年
一

8.00 0.53 0.54 0.13 

Kβγ=1.1 xlO-llμCi/cm3・cps Ka=6.3X10-12μCi/cm3・cps

定系として NAIG社製多重波高分析器，データの収 は20%，半値巾は 2keVの特性をもつもので，密着状

集および解析には HP-45コンピュータを用い測定 態で測定を行った。昭和60年1--3月分の N，Sタン

し， γ線スペクト Jレ分析により核種分析を行った。検 クの減速水中に検出された核程は 65Zn • 60CO， 54Mnで

出器は 60CO1332 ke V のγ線に対する相対検出効率 それぞれ 0.46pCi/人0.05pCi/lおよび 0.068pCijl 
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原子炉室における全 β 空気中放射性物質濃度
(月間平均値;10-11μCi/cm3) 

068 I 0.50 I 

第四表

ダスト吸引中飽和値 ダスト吸引後10時間
年 月

原子炉運転中| 原子炉運転中| 原子炉運転中 i休止時休止時 休止時

昭和59年4月 8.72 8.39 0.69 0.66 0.48 0.46 

5月 8.28 11.0 0.85 0.93 0.61 0.67 

6月 4.77 5.38 0.71 0.66 0.44 0.52 

7月 5.71 7.19 0.63 0.70 0.46 0.54 

8月 4.63 5.09 0.69 0.54 0.51 0.39 

9月 4.98 0.64 一 0.43 

10月 6.34 1.13 0.48 

11月 6.63 0.70 一 0.51 

12月 9.42 0.74 0.53 

昭和60年 1月 8.09 1.66 一 0.50 

2月 8.01 8.09 0.67 0.68 0.50 0.43 

3月 一 7.07 一 0.62 一 0.44 

0.83 

であった。これらはいずれも燃料体および燃料タンク

の材料である Al中の成分の放射化によって生成され

るが 65Znについて最近5年間の濃度の変化を第15表

に示したが最高 1.2pCi/l以下で変動している。当該

期間の積算熱出力量も示したが両者の間に顕著な傾向

は見られなかった。

7.46 

トレーサー・加速器棟における廃水中の

全 β放射能濃度

l戸一型自射蛸臓雌吋一一能鵬鵬悶即包鵠搬糊蜘濃蹴蹴蜘度即郎…(1

範囲 l
昭和59年4月""'6月I 7.8""'12.6 

7月""'9月I7.3""' 8.2 

10月""'12月 8.1"-'10.4 

昭和60年 1月""'3月I 6.0'"'" 7.4 

イ直

9.77 :t0.43* 

7.75:t0.51 

8.93:t0.41 

6.70:t0.36 

均平

6.87 +眠
p
a
n
-
-

旧
国

均平

第13表

期

3.3 表面汚染密度の測定

原子炉施設およびトレーサ・加速器棟の管理区域内*計数誤差

つ山
門

t

.X 10-9μCi/ ml) 

全
a
y放
射
能
護
度

第 3図
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3H 

(x 10-9μCi/ml) 

廃
水
中
の
放
射
能
濃
度

14C 

。
昭和60年

1114 22 30 2/12 20 3/1 12 20 29 
トレーサー棟 (A4槽)廃水中の 3Hおよび 14Cの放射能濃度第4図

(x 10-6μci/ l) 

200 

金
a
y放
射
能
護
度

50 

最近8年間におけるトレーサー・加速器棟の廃水の全β放射能濃度の変動第5図

ンク

四 |平均値

6.74~53.5 22.49 

8.22~ 9.43 8.97 

8.67~10.3 9.41 

4.42~ 5.68 4.99 

減速水中の 全 β 放射能濃度

全 β 放射能濃度 (10-9μCi/mt) 

タS 

範平均値

14.97 

10.68 

10.62 

8.17 

第14表

ンク

範囲|

昭和59年 4月"""'6月 5.69~32.6 
7 月 """'9 月 9.43~13.1

10月 """'12月 9.95~1 1. 3
昭和60年 1月......， 3月 4.92~1O .4 

タN 間期



森嶋他:放射線管理

第四表減速水中の 65Znの放射能濃度

年晶

減速水貯留期間

昭和55年 4月 l日~昭和55年 7月13日

昭和55年 7月15日~昭和55年10月12日

昭和55年10月14日~昭和56年 1月26日

昭和56年 1月28日~昭和田年 4月 1日

昭和56年 4月 3日~昭和田年7月29日

昭和田年 7月31日~昭和56年10月29日

昭和56年11月 1日~昭和57年 1月31日

昭和57年 2月 2日~昭和57年 4月 5日

昭和57年 4月 7日~昭和58年8月 l日

昭和57年 8月 3日~昭和58年11月26日

昭和57年11月28日~昭和58年 3月31日

昭和58年 4月 2日~昭和58年 7月 3日

昭和58年 7月 5日~昭和58年10月27日

昭和58年10月29日~昭和59年 3月30日

昭和59年4月 1日~昭和59年 6月22日

昭和59年 6月23日~昭和59年 9月25日

昭和59年 9月26日~昭和60年 1月 9日

昭和60年 1月10日~昭和60年 3月22日

第16表全 β表面汚染街度の月別変動

(x 10-9μCi/cm2) 

月 (原子炉施設|トレーサー 加速器棟

昭和59年4月 く4.08 く1323

5月 く3.57 く429.6

6月 く6.87 く1189

7月 <8.61 <211.5 

8月 く1.56 く111.5

9月 <6.57 く5313

10月 く3.10 く472.7

11月 <3.55 く629.2

12月 <4.30 く305.1

昭和60年 1月| く4.30 く526.0

2月 く5.81 く42.58

積算(W熱・h出r力)量
65Znの放射能濃度 (10-6μci/n

N タンク S タ ン ク

195.8 0.27 0.34 

375.9 0.48 0.27 

241.2 1.00 1.20 

126.6 1.10 0.90 

411.4 0.75 0.36 

104.9 0.28 1.20 

295.9 0.78 0.65 

94.4 0.96 0.63 

157.1 1.10 0.47 

265.3 0.53 0.25 

148.5 0.33 0.50 

84.1 n. d n. d 

194.3 n. d n. d 

228.8 0.44 0.23 

90.5 0.39 0.25 

220.7 0.21 0.28 

271.0 0.42 0.43 

137.9 0.45 0.47 

n. d :検出限界以下

器棟44定点について測定を行った。スミア法による表

面汚染密度の測定結果を第16""18表に示した。原子炉

施設における最高値は 8.6X 10-9μCi/cm2 (3.2 x 10-4 

Bq/cm2
)とほぼパックグラウンドレベノレに近く，顕著

な表面汚染の事例は無かった。トレーサー棟について

は高レベル実験室の流し内において 5.3X 10-6μCi 

/cm2 (0.2 Bq/cm2
) を示したが，乙れは調査レベル以

下であった。加速器は昭和59年度においては 39.22時

間運転されたが表面汚染に運転時間はあまり影響して

いない。昭和59年度に放射性汚染の異常例としては l

件で，昭和59年 6月28日に外部機関で照射生成した

99Mo等を当施設に持込んで RI実験室などにおいて

実験および、放射能の測定を行っている内に密封してい

たポリ袋の破損により，実験台および床などを汚染し

における!恥ドラフト，流しおよび実験台の表面汚染 た。こぼれた 99Moの放射能強度はほぼ2-3μCi程

密度の測定はサーベィ法およびスミア法によって定期 度，床の表面汚染密度は最高10-3μCi/cm2 スリッパ

的に行った。スミア法による表面汚染密度の測定は全 の汚染は 10-4μCijcm2以下であった。床の汚染はア

β放射能濃度をアロカ製27l"ガスフロー・ローパック イソトープクリーナーなどで除染，汚染除去に用いた

グラウンド計数装置 (LBC-451)Iとより， 3H による ウユース，ペーパタオルは集められ1時保管した。ス

表面汚染密度についてはパッカード社製液体シンチレ リッパおよび、実験器具などはポリ袋に集め密封し，約

一ション計数装置 (Tri-carb3380)によって行った。 1ヶ月間保管し減表を待ちパックグラウンドレベルに

1月間に 1回，原子炉施設18定点，トレーサー・加速 低下したことを確認した。粉末状であったため，汚染
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第17表 スミア法による原子炉施設における全 β表面汚染密度

測定 位 置 1 全 β表面汚染密度(10勺 α/cm2
)

洗面台付近
床

管理区域境界付近
床

床

サイドテープソレ

モニタ室

3 

4 
天秤室

床!
サイドテーブノレ ( 

床 |

床 l
床|

遮蔽タンク 上

床

5

6

一
7
一
8

一
9

測 定 室

暗室

実験 室

廊下

10 

11 

ロ
日
一
は
一
日
一
日

原子 炉室

く 2.82

く 6.87

く 4.30

く 3.83

く1.81

< 8.61 
く 3.32

く1.59

く 2.04

く1.81

く 2.82

く 3.85

く1.59

く 5.36

く1.56

く 3.32

く1.06

< 2.79 
< 0.83 

|床

核燃料保管場所 ト
|入口付近

コントローノレ室 | 床 l 
排気機械室 | ダクト側 壁 | 
排水ポンプ室 | ポ ンプ上 l 

円

i

Q

U

一Q
U

1

A

1

i

1

A

 

入口付近・床

床

床

核燃料取扱場所

核燃料使用場所

の拡大が若干あったが発見が直後と早く，汚染レベル

も低く除染lとより床などの表面汚染密度は平常値に戻

り，実験者の被ばくは実験時間2時間として最大でも

2--3mrem以下，吸入などによる内部被ばくはなかっ

たと推定される。

今回の原因としては照射試料の密封状態の不完全と

思われるが，今後運搬などにおける安全確認および安

全取扱などにも十分な配慮が望まれる。

4. 野外管理

野外管理は原子炉施設保安規定に定めるサンプリン

グ地点において，環境γ線線量率は 1ヶ月間の積算線

量を基に計算により，陸水，植物および排水溝沈泥土

などの環境試料中の全β放射能濃度は 3月聞に 1問視.u

定を行った。

4.1 環境 γ線線量率

環境γ線線量率の測定は TLD(UD-200S)を用い，

原子炉施設を中心に 1.5kmの範囲内11サンプリング

地点に 1月間設置して測定した積算線量より月平均 γ

線線量率を計算し，第20表，第6図に年間の変動を示

した。これによると原子炉周辺監視区域内の γ線線量

率は 6.33--12.2μR/h((1.6--3.1) XlQ-9 C/kg.h)， 

原子炉施設敷地外のモニタリング地点では6.28--11.0

μR/h ((1.6--2.8) X10-9 C/kg'h)と変動し，顕著に

高いレベソレの場所はなかった。

4.2 環境試料中の全β放射能濃度

原子炉棟およびトレーサー・加速器棟よりの排水経

路に沿ったサンプリング地点，原研前および原子炉よ

り 1.5kmにある下水処理場において採取した陸水，
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第18表 スミア法によるトレーサー・加速器棟における全β表面汚染密度

hl測定位置

11R 1 実 験室流し|

2¥R 1 実験室 床(1)¥

3¥R 1 実験室 床例

41R 1 貯蔵室侶)床 l
5|廊 下 (H室前) 床 i 
6|高レベル実験室(H-2室)ドラフト 1

71高レベノレ実験室(H-2室〉 流 しl
8)高レベル実験室(H-2室) 床は

9引|高レベル実験室(H一2室)床例

川高レベル実験抑-1室)ドラフト|

111高レベル実験室(H-1室)流 しi
川高レベル実験室(H-1室) 床 (1)¥

川高レベ岐験室(H-1室)床例

リ: 下 (L室前) 床 | 
151低レベル実験室(L-2室)ドラフトi
叫低レベル実験室劃肌(仏L一2室〉 流 し川| 
川低レベル実験室(L一2室) 床は州)1 | 
叫低レベル実験室劃凱(ωLレ一2得問室萄) 床 侶削)1 i 
l陣低レベル実験室(仏Lレ-1岳ドラフト川| 
|同低レベル実験室(L一l室) 流 し|

測定位置 |全β表面汚染密度
( xlO-9μCi/cm2) 

く 144・2 11哨レベル実験室(L-1室)床 (1)1

<1243 1122¥低レベル実験室(L-1室)床例

< 84.9 11231暗室 流し(

<1189 11241暗室 実験台l

く似 4 11261測定室 床 (1)1

<1323 11271測定室 測定台!

く川 ~11281測定室 測定台|

< 760.3 11291測定宝 床 (2)1

<197 11榊 下(測定室前)床 l
く 96.5 113柿染検査室 床は

<914 11ド321防汚染検査室 床侶

< 4必6.4 11ド3柿染検査室 床侶

く 44訂7.7 11ド仰桝3弘判4¥防汚染検査室 床 (4))

く ω211351汚染検査室 測定台|

<2479 11361加速器操作室 床

<476 1137¥加速器室 同) 床は))

<川 3ド排気機械室 (2F) ダクト付近|

<問 o II~31排水ポンプ室 ポンプ付近l

く 55.6 1¥441トレーサー棟入口 床 | 

< 108.3 

< 97.5 

< 472.7 

く 119.8

< 113.6 

< 91.4 

< 143.5 

く 33.2

< 45.6 

く 63.7

く 134.5

く 52.6

く 38.1

く 26.7

く 9.89

く 6.34

< 526.0. 

く 10.12

く 5.06

く 14.87

第四表 スミアj去によ石トレーサー・加速器椋 第20表環境γ線線量率の変動

における3H表面汚染密度 (昭和59年4月~昭和60年3月)

測定年月日 iljj日速器延(h運)転時間1
3nJ表-8面μ汚Ci染/c密m度2) No | 測定位問 年(μ平R均/h値) 

昭和59年4月 。 く 73.7 1原子炉より北西 40m6.85"'"'10.6 8.86::t0.99 
5月 1.00 < 20.9 2原子炉より北東 50m9.26........10.6 9.84::t0.51 
6月 0.15 < 32.0 3原子炉より南西 50m7.48""'-'10.8 9.17::t0.86 
7月 。 く 86.6 4原子炉より南東 50m8.88""'-'12.2 9.79::t0.81 
8月 。 く 24.4 5原子炉より南 300m6.56........8.42 7.57土0.50

9月 。 く120.4 6原子炉より東 300m7.07"'"'9.94 8.58::t0.82 
10月 。 く 10.2 7原子炉より北東1500m6.28""'-'9.27 8. 13::t0. 79 
11月 7.65 く 42.5 8原子炉より北西 500m7.01""'-'9.83 8.30::t1.02 
12月 25.10 < 15.7 9原子炉より北東 7∞m 9.06""'-'11.0 10.13::t0.57 

昭和60年 1月 3.72 < 150 10 原子炉より西 900m6.64""'-'9.17 7 . 84::t0. 91 
2月 1.60 < 10.6 11 原子炉より北西(5F)50m6.33""9.66 7.69::t0.95 
3月 。

TLD(CaSU4: T m，松下電器製， UD-200S) 
昭和59年度 39.22 < 150 による測定。
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。:原子炉より北40m ・:原子炉より南西50m

ロ:原子炉より北東50m.:原子炉より北西50m(6F)

企Z原子炉より南東50m

(μR/h) 

A 

r線
線

量

率

3月6月 7月 8月 9月 10月

周辺監視区域内における月間平均 γ線線量率の変動

11月
昭和59年

4月 5月

第 6-1図

.:記念会館

・:長瀬駅前

企:原子炉より南東250m

0:近大東門

口:小阪ポンプ場

A:上小阪小学校

(μR/h) 

γ 
線

線

量
率 10

9 

8 

3月

ロ
昭和59年 昭和60年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

第 6-2図野外環境 γ線線量率の変動

7 

だち草およびたで科すいばの葉茎部の全β放射能濃

度で示し， (4.5--13.9) xlO-5μCi/500mg灰分((1.7

--5.1) X 10-4 Bq/500mg灰分)であったが. 3個所に

ついてほとんど同じレベソレであった。環境試料中の全

- 77ー

植物および、排水溝沈泥土の全 β放射能濃度を第21""

23表に示した。陸水の全 β放射能濃度は (3.4--24.8)

XlO-9μCi/ml (( 1. 3--9 . 2) x 10-4 Bq/ml)と原研前排

水溝上流が若干高く，植物試料は，きく科のおおあわ



森嶋他:放射線管理

陸水の放射能(昭和59年4月~昭和60年3月)

i 蒸発残澄量 i カリウム含有量 i 全β放射能濃度
(mg/1)(mg/l)  (¥0-9μCi/ml) 

上小阪下水処理場 332""' 535 8.75""11.4 4.48""'8.10 

原子力研究所前 227""'1294 4.50""'15.o 3.79""'24.8 

233""' 573 4.00""'14.8 3.35""'9.19 

地

第21表

7Jく採

原子力研究所上流

植物の放射能(昭和59年4月~昭和60年3月)

l叫水分 l乾物当灰分 l附カリウム川町当山
ω l ω l ω l附 μCi/500mg灰分)

いね科 I60.6""'81.4 I 2.42""'7.36 I 18.5""'26.8 I 79.7""'120 

いね科 I70.6""'88.4 I 2.45""'11.9 I 12.8'"'-'25.5 I 44.7""'102 

78.4""'90.4 I 1.80""'13.7 I 15.0""'38.0 I 107""'139 

類

第22表

和地取採

原子力研究所前

科ね近附棟RI 

排水講などの抗泥土の放射能

全 β 放射能濃度
(10-6μCi/500mg乾士)

範 囲 l 平均値

上小阪下水処理場 7. 38""' 10. 1 8. 96:t 1. 20 

原子力研究所前 9.62""'10.6 1O.18:t0.41 

原子力研究所上流 8.79""'11.8 10.31:t1.27 

第23表

地取採

(x 10-6μCij500mg乾土)

30 
陸水

沈泥土

.: 
。:

(x 10-6μCi/l) 

30 

全

F
放
射
能
濃
度

最近8年聞における陸水および沈泥土の全β放射能濃度の変動(原子力研究所五門前〉

-78 -
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(x 10-6μCi/500mg乾土)
20 

全

15 fi 
放
射
能
濃

10 度

。:陸水

・:比泥水

(x 10-6μCi/l) 
20 

全

F
放
射
能
濃
度

(mgK/500r暗灰分)(x 10-6μCi/500mg灰分)

200 

100 

50 

.:全F放射線能濃度

。:全K量

200 

全

F
放
射
能
護
度

O 
昭和52年昭和53年昭和54年昭和田年 昭和56年昭和57年昭和田年昭和田年昭和60年
1 4 7 10121 4 6 911 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 1. 7 10 1 1. I 10 1 1. 7 10 1 
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

。

最近8年間の植物中の全β放射能濃度の変動

土と変動は少ない。最近10年間における植物試料の全

β放射能濃度の変動は全K量とほぼ同じ傾向で変動

しており，平常時の変動が 40Kによる放射能の寄与に

よるものが大きいと思われる。
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保安教育の実施

各施設利用者の区分については，原子炉施設および

トレーサー・加速器棟を利用・管理またはこれに付随

する業務に従事するために管理区域に常時立入る者

5. 

第8図

β 放射能濃度はカリウム (K)含有量に大きく左右さ

れている。排水溝など沈泥土についてもほぼ1O-5
/LCi/

500mg乾土 (0.37Bq/500mg乾土)と採取地の差はな

かっfこ。

環境試料の ζ 乙数年間における全 β放射能濃度の

変動を第九 8図に示した。乙れによると陸水におい

ては原研正門前が上小阪下水処理l場よりv比較的大きく

変動しているが，上小阪下水処理場より水量が大きく

変動し， 乙れが水中の全 K量に影響されていると思

われる。沈泥土についてはほぼ 1x 1O-5
/LCi/500mg乾



森嶋他:放射線管理

(それぞれ従事者および放射線作業従事者)および本 ① 理工学部原子炉工学科原子力工学実験 Iを受講す

学学生で卒業研究のために管理区域に立入る者(従事 る3年生全員を対象に，実験テキスト中の「管理区域

者および管理区域随時立入者)，実験のため管理区域 における注意事項」に従って，基本的事項，学生実験

l乙一時的に立入る者，学外共同利用者，下請業者およ 時の放射線管理，管理区域内における注意事項，非密

び見学者等(一時立入者)としている。乙れらの利用者 封放射性同位元素取扱いに関する注意事項，密封線源

を対象に保安教育(原子炉規制法関係)および教育訓 の取扱い注意事項などに関して，昭和59年4月18日に

練(障害防止法関係)を以下の通り実施している。 11: 00-12 : 10， 82名について保安教育などを実施し

(1) 原子炉施設利用者(従事者)およびトレーサー・ た。

加速器棟利用者(放射線作業従事者)についてそれぞ ② 原子炉工学科学生 4年生79名に対し，原子炉運

れ使用登録後，使用開始前毎年5月中旬頃までに少な 転実験受講のため保安教育を，昭和59年 4月16日に

くとも年 1回実施する。 10: 00-12 : 00，スライドを用いて管理区域立ち入り

①従事者対象 に関する注意事項，原子炉運転に関する注意事項など

「原子炉運転要領j，r管理区域立ち入りに関する注 について実施した。

意、事項ム「保安規定抜粋」などの資料を用いて，管理 (4) その他

区域内における注意事項および保安規定の周知徹底， 告備員に対しては「警備員のための保安教育の手引

原子炉運転，利用，照射実験に関する注意事項の説明 きjIとより昭和59年 6-7月より夕方の交替時に数回

を行った。昭和59年4月26日(木)11 : 30--12 : 30原 に分けて実施した。請負業者，他大学よりの共同利用

研会議室において実施した。 者に対してはその都度管理区域内における注意事項，

②放射線作業従事者対象 放射線管理などについて説明した。

「放射性同位元素等使用マニュアノレj， r放射性廃棄 この他， トレーサー・加速器棟の利用者，特に原子

物取扱マニュアノレj，r放射性同位元素等運搬に関する 力研究所外の共同利用者に対して，初めて放射性物質

マニュアノレj，r放射線発生装置取扱マニュアノレ」など を取扱う場合は日本アイソトープ協会のビデオテープ

lとより管理区域内における注意事項および障害予防規 「アイソトープの基礎 I. lljおよび「アイソトープ」

定の周知徹底，放射性同位元素等使用に関する注意事 人体への影響，安全取扱いの基礎および実際などにつ

項の説明を行うとともに， トレーサー・加速器棟内 いて，各研究室毎に視聴させ，安全取扱いの徹底をは

RI実験室の利用状況の説明および、利用割当等を行つ かった。

た。昭和59年4月26日(木)10: 30--11 : 30原研会議 また原子炉施設あるいはトレーサー・加速器棟を対

室において実施した。 象とする火災，放射性汚染その他の緊急時の措置など

(2) 原子炉工学科学生およびその他の管理区域随時立 を中心とした防災訓練を年1回，教職員を含めて実施

入者等(各施設使用登録者) しており，本年度は昭和59年12月20日に行った。

原子炉施設利用者およびトレーサー・加速器棟利用

者に対してそれぞれ昭和59年4月23日(月)10 : 30"-' 6. ま と め
12: 30および14: 30--17 : 00に(1)項と同マニュアノレを

参考に，同内容について当研究所で作成したスライド 昭和59年度の原子炉棟およびトレーサー・加速器椋

をもとに実情に即した説明を行った。 における放射線管理に関する結果の概要を報告した

(3) 原子炉工学科対象(一時立入者) が，特に問題となる事例はなかった。
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